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こどもは成長とともに
交通モードが急激に変化する

田久保さんは「子どもの交通事故の分析」を手
がけた背景を次のように語る。
「高齢者に比べて、こどもに関する交通事故
データを十分に提供できていないと感じてい
ました。こどもの交通事故は7歳の歩行中の死
傷者数が多いという、いわゆる『魔の7歳』が注
目されます。しかし、これ以上の詳細の分析は
多くはありません。こどもの交通安全教育を研
究されている専門家の方々がいらっしゃいます
ので、そうした方々に有用なデータを提供する
必要があると考えました」。こどもは成長ととも
に、交通モード（交通参加形態）が急激に変化
する。そこで分析に、こどもの年齢による交通
モードの遷移（図1参照）という視点を取り入れ
ることにしたという。
こどもの交通事故死傷者の状態別の構成率は
各年齢で変化している（グラフ1参照）。四輪乗
車中が占める割合は1歳以下から徐々に減少、
歩行中は7歳が最多で、自転車乗用中は年齢と
ともに増加する。田久保さんは「保護者の行動

との関わりに着目した6歳未満の歩行時」「同乗
と一人乗りに着目した6歳未満の自転車乗用
時」「下校場面に着目した7歳前後の歩行時」と
いう観点で交通事故統計データ（マクロデー
タ）を分析した。

こどもの死傷事故に影響を
与える保護者等の不注意

6歳未満の歩行中の死傷者の分析の中で、田
久保さんは事故に遭ったこどもの保護者の行
動を明らかにしたいと考えた。
「交通事故の人的要因の項目に、6歳未満のみ
『保護者等の不注意』が追加されています。そ
の割合は1歳以下が約63％で、年齢とともに減
少し、5歳で約40％です。さらに、こどもの死傷
事故に影響した保護者の行動を把握するため、
『保護者等の不注意』の内訳を再分類しまし
た」。再分類した切り口は、保護者側の『うっか
り』『安全判断』『安全意識低い』、こども側の
『嫌がり』などである（表1参照）。
「安全意識低い」に分類した「一人で外出」は、
年齢とともに増加（グラフ2参照）。成長で活発

になり、活動範囲が拡大することで増えた可能
性がある。「成長したと思って保護者がこどもを
過度に信頼したことがうかがえます。『うっか
り』が高い年齢で減少しているのは、保護者が
うっかりしても、こどもが成長していくと突飛な
行動をしなくなるからだと考えられます」。こど
もが関与する死傷事故の要因には、こどもの発
達状況とそれに対応したこどもと保護者の行
動を反映していることを示す結果となった。
こどもの自転車乗用中では、低年齢では同乗
者として、成長とともに一人乗りでの死傷者が
増加する。
「同乗や一人乗り等の合計数」に対する「同乗
の死傷者数」の比を同乗者率とすると、同乗者
率は年齢により減少し、5歳と6歳の間で50％
を下回って一人乗りが過半数となる（グラフ3参
照）。「この結果は、低年齢から自転車の一人乗
りが進み、事故により死傷していることを示し
ています。こどもが体系的な自転車教育を受け
るのは小学校入学後がほとんどで、未就学児
への教育は保護者に頼っている状況だと思い
ます。未就学児の一人乗りの課題を整理し、事
故を防ぐための対策の検討が必要ではないで
しょうか」と田久保さんはいう。

下校時は中規模の交差点と、
広い幅員の単路に注意

歩行中の交通死傷事故を年齢別にみると7歳
が最も多いことは、よく知られている。これをさ
らに掘り下げようと、7歳前後のこどもがどのよ
うな場面で事故に遭っているかを調べた。
事故発生時間帯と歩行者の通行目的を分析す

ると、6歳未満と比べて6歳以上では、朝の登
校時、午後の下校時に歩行中の死傷者がより
多い傾向にある。「登校時の割合より下校時の
割合は2倍近く高くなっています。登校時は保
護者の同行、交差点の見守りなどで対策してい
ますが、下校時はそこまでマンパワーが向けら
れていないことが背景にあると思います」。
また、曜日別・時間帯別にみると、平日の14~15
時台と16~17時台において、7歳・8歳はその前
後の6歳、9歳との差が大きいという特徴があ
る（グラフ4参照）。「もちろん7歳・8歳が9歳と
同じ行動はできません。しかし、7歳・8歳に下
校時に特化した指導を行って、9歳のレベルに
近づけられれば『魔の7歳』といわれなくなるの
ではないでしょうか」。
違反別では、6~8歳の歩行者は半数以上が「飛
び出し」である。6~8歳の「飛び出し」事故はど
のようなケースで起きやすいのかを明確にする
ため、道路形状別・車道幅員別で分析。「飛び
出し」で死傷する率が合計より特に高い場所
は、登校時は小規模の交差点とその付近。下校
時は中規模の交差点とその付近、広い幅員の
単路。遊戯時は狭い幅員の単路だった。
「登校時の事故が抑制されているのは、見守り
などの効果だと考えられます。今後、対策が必
要なのは下校時です。ただし、保護者や地域の
皆さんが登校時と同じ労力をかけるというのは
現実的ではありません。行政や学校などが中心
となって、小学校入学前後のこどもと保護者に
対して適切な教育・啓発を行う仕組みづくりが
必要だと思います」と、今回の分析が多様な交
通モードに対応した交通安全教育の実現につ
ながることを田久保さんは期待する。

幼児と保護者との関わりや小学生の下校場面に着目し、
こどもの交通事故を分析
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（公財）交通事故総合分析センターが2025年10月に開催した「第28回交通事故・調査分析研究発表会」で、田久保さんは「子どもの
交通事故の分析～歩行・自転車での幼児と保護者との関わり、小学生の下校場面に着目して～」というテーマで発表を行った。分析
の結果と、こどもの死傷事故を低減するためのポイントを田久保さんにうかがった。

（公財）交通事故総合分析センター
研究部次長 兼 研究第一課長 田久保宣晃さん
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急激な交通モードの変化

（グラフ1）こどもの年齢別・状態別交通事故死傷者数（構成率）

（グラフ4）曜日別・時間帯別（2時間刻み）歩行中死傷者数

（グラフ3）年齢別・自転車乗用中交通事故死傷者数と同乗者率

（表1）歩行中幼児の人的要因「保護者等の不注意」の分類 （グラフ2）「保護者等の不注意」の再分類要因別・年齢別の交通事故死傷者数
（全当事者、2020～2024年合計）

（全当事者、2020～2024年平均）
（5～9歳、全当事者、2020～2024年平均）

同乗者率＝自転車同乗での死傷者数÷全自転車乗用中の死傷者数
（100％はすべて同乗、0％はすべて一人乗りを表す）

（歩行者対自動車、第1・2当事者合計、2010～2019年合計）
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